
  

第2編  
第1部  制度の概要及び基礎統計
Ⅱ  保健医療
1  保健医療の実施体制
(1)  医療計画の作成,推進

昭和60年12月に成立した改正医療法に基づき各都道府県は医療計画を作成し,これを推進することとされ
た。医療計画においては医療圏及び必要病床数を定めるほか,病院の整備目標,救急・へき地医療の確保等
地域の実情に応じた事項を盛り込むこととされており,計画の推進を図ることにより地域の医療のシステ
ム化が図られることが期待される。

昭和62年12月現在,17県において作成されており,昭和62年度中に約8割(37ヶ所)の都道府県で作成される
予定である。

医療計画の達成の推進
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Ⅱ  保健医療
1  保健医療の実施体制
(2)  保健所・市町村保健センター

地域住民に対する保健サービスは,保健所及び市町村が実施している。このため,保健所には多様な専門職
種と設備が配置され,市町村には,保健婦の配置と市町村保健センターの整備が進められている。

なお,市町村保健センターは,市町村が行う成人病,母子保健等の対人保健サービス活動及び地域住民の行う
自主的な保健活動等の拠点としての施設として活用されている(61年度末で861か所を設置)。

保健所の活動
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Ⅱ  保健医療
1  保健医療の実施体制
(3)  医療施設

第Ⅱ-1-1表 医療施設の現況

第Ⅱ-1-2表 医療施設数・人口10万対施設数の推移
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第Ⅱ-1-3図 都道府県別にみた病院の一般病床数

第Ⅱ-1-4表 病床数・人口10万対病床数の推移

第Ⅱ-1-5表 平均在院日数,病床の種類の推移
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第Ⅱ-1-6表 諸外国の病院数・病床数・一般病院の病床利用率及び在院日数
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1  保健医療の実施体制
(4)  医療関係者

第Ⅱ-1-7表 医療関係者の現況

第Ⅱ-1-8表 就業形態別医師数
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第Ⅱ-1-9表 諸外国の医療関係者
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1  保健医療の実施体制
(5)  救急医療

休日,夜間などに発生する救急患者の医療を確保するため,昭和52年度から体系的,計画的な施策を推進して
いる。

救急医療体制図

救急医療情報システム体制図
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Ⅱ  保健医療
1  保健医療の実施体制
(6)  へき地保健医療

山村,離島等の医療に恵まれない住民の医療を確保するため,昭和31年度以来施策を推進しているが,現在実
施している施策体系を図示すれば次のとおりである。

へき地保健医療体制図

へき地医療対策の推移
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1  保健医療の実施体制
(7)  医療情報システム

医療情報システムは,近年著しい進歩を遂げている情報処理技術及び高度通信技術を保健医療の分野に応
用し,保健医療機関内,保健医療機関相互,保健医療機関と地域住民との情報伝達処理の連携,迅速化を行い,
保健医療の効率化を図るものである。この研究開発は,地域保健医療情報,病院情報,医療情報サービスの3
分野で進められている。

医療情報システム概要図
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1  保健医療の実施体制
(8)  社会福祉・医療事業団(医療貸付)

社会福祉・医療事業団は,臨時行政調査会の最終答申を踏まえ,社会福祉事業振興会と医療金融公庫を統合
して,昭和60年1月1日に発足したものであり,当該事業団の医療貸付は旧医療金融公庫の業務を承継したも
のであって,病院,診療所等の設置等に必要な資金の融通並びに病院,診療所等に関する経営指導を行い,医
療の普及及び向上を図ることを目的としている。

なお,昭和62年度より,老人保健施設に対する融資制度を創設し,適正な普及を図ることとしている。

これまで,旧公庫融資分を含め医療関係施設が不足している地域等に新設された施設数は,病院3,121施設,
診療所15,686施設,その他の施設164施設であり,病院病床の増加数は34万床余に達する。また,質的な面で
も施設の不燃化や近代化,機能の充実向上が図られている。昭和61年度末貸付累計額は1兆3,844億円と
なっている。
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2  保健医療対策
(1)  健康づくり対策

健康づくりには,国民一人一人が「自分の健康は自分で守る」という自覚を持つことが基本であり,また,国
民の様々な健康ニーズに対応して地域に密着した保健サービスが提供できる体制を整備していく必要が
ある。このような観点から,1)生涯を通じる健康づくりの推進,2)健康づくりの基盤整備,3)健康づくりの啓
発普及の三点を柱とする「国民の健康づくり運動」が昭和53年度から推進されている。さらに今後はこ
れまでの施策を拡充するとともに運動習慣の普及による栄養・運動・休養のバランスがとれた生活スタ
イルの確立を目指した「第2次国民健康づくり対策」(アクティブ80ヘルスプラン)を推進することとして
いる。

健康づくり運動の体系図
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1)  アクティブ80ヘルスプラン

疾病の発生予防,健康度アップを中心としたトータルヘルスプラン

背景・基本方針

具体的方策
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2  保健医療対策
(2)  感染症対策

感染症対策は,伝染病予防対策(予防接種を含む),伝染病流行予測調査事業,結核・感染症サーベイランス事
業が互いに密接な関連を保ちながら行われている。 

1)  各種事業とその対象疾病

厚生白書（昭和62年版）



2)  組織

3)  予防接種健康被害救済制度

予防接種の実施に伴い,極めてまれにではあるが不可避的に異常な副反応がみられることにかんがみ,予防
接種法に基づく健康被害救済制度を設けている。

第Ⅱ-2-1表 予防接種健康被害認定者数
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4)  検疫

国内に常在しない検疫伝染病(コレラ,ペスト,痘そう及び黄熱)が船舶,航空機を介して国内に侵入すること
を防止するため,船舶,航空機に対する検疫,申請に基づく検査,消毒等の業務及び港湾地域の衛生措置等を
行っている。

検疫業務の流れ
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Ⅱ  保健医療
2  保健医療対策
(3)  結核対策

結核患者は,年々減少しているが,今なお年間約6万人の新患者が発生する最大の伝染病である。このため
診断治療技術の進歩,まん延状況の変化に対応しつつ,健康診断,医療,患者管理等の予防対策を推進してい
く必要がある。

第Ⅱ-2-2表 検疫実績の推移

結核予防対策のあらまし
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第Ⅱ-2-3表 新登緑結核者数・罹患率及び結核死亡数・死亡率の年次推移
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Ⅱ  保健医療
2  保健医療対策
(4)  精神保健対策

国民の精神的健康の保持向上のため,国民の精神保健意識の向上,精神障害者等に対する医療保護の充実,社
会復帰の促進等精神保健施策の推進を図っている。また,62年9月には,障害者の人権確保とその社会復帰
施策のより一層の推進を図るため精神衛生法の改正を行ったところである。(精神保健法に名称変更)

1) 概要

第Ⅱ-2-4図 入院・外来別受療者の疾病別割合

第Ⅱ-2-5表 精神病床数・入院患者数・措置患者数及び外来患者年間延数の年次推移
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2) 精神障害者対策の概要
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2  保健医療対策
(5)  難病対策

昭和47年に定められた「難病対策要綱」に基づき体系的に種々の事業を進めている。

難病対策のあらまし
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2  保健医療対策
(6)  腎移植・角膜移植体制等

1)  腎移植体制

骨移植を円滑に行うため,国立佐倉病院を中核医療施設として整備し,各ブロックに地方腎移植センターを
整備するとともに腎移植施設を全国的に整備するなどの諸施策を推進している。

腎移植体制等体系図

第Ⅱ-2-6図 透析患者,移植希望者及び移植件数の推移
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腎臓提供登録機関(腎バンク)一覧

地方腎移植センター設置状況
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2)  角膜移植体制

全国のアイバンクが集まって組織された日本眼球銀行協会を中心に,角膜移植推進のため国民に対する普
及啓発活動を行っている。またアイバンク未整備の地域については順次設置を進めているところであ
る。

角膜移植等体系図

第Ⅱ-2-7表 角膜提供登録者・角膜移植希望者の推移
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(7)  国立病院及び国立療養所

(国立病院の業務)

全国99ヵ所の国立病院(分院2,国立がんセンター,国立循環器病センターを含む)においては,主として,がん,
循環器病等に関する高度先駆的医療や総合的診療を行っているほか,臨床研究,医療従事者の研修・養成,開
発途上国に対する国際医療協力等を行っている。

(国立療養所の業務)

全国152ヵ所の国立療養所(国立精神・神経センターを含む)においては,主として,結核,ハンセン病等特殊
な療養を必要とする専門的医療を行っているほか,臨床研究,医療従事者の研修・養成等を行っている。

  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和62年版）



厚生白書（昭和62年版）



  

第2編  
第1部  制度の概要及び基礎統計
Ⅱ  保健医療
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(8)  原爆被爆者対策
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Ⅱ  保健医療
3  老人保健対策
(1)  概要

昭和58年2月1日から老人保健法が施行された。この制度のねらいは,疾病構造の変化及び高齢化社会の到
来に対応し,予防から医療,機能訓練等に至る総合的,一体的な保健医療施策を行うとともに,老人医療費を
国民皆で公平に負担することにある。

老人保健事業の概要(体系図)
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(2)  医療等

老人保健法による医療等は,70歳以上の者及び65歳以上70歳未満の者で一定の障害を有することを市町村
長により認定された者を対象として行われ,その費用は,国民皆が公平に負担する見地から,老人の一部負担
を除いた額について国が20％,都道府県及び市町村がそれぞれ5％負担し,残りの70％は医療保険各制度の
保険者が拠出することになっている。

第Ⅱ-3-1表 国民医療費と老人医療費の推移
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Ⅱ  保健医療
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(3)  保健事業第2次5ヵ年計画

1.  計画期間 昭和62年度～66年度

2.  長期的目標

3.  重点事項

1) 日常生活における健康なライフスタイルの確立を支援する保健事業を推進し,特に老人に対して
は地域や家庭でのケアの支援を目指すきめ細かな事業を実施する体制の確立。 

2) 循環器疾患,肝疾患対策の強化,肺がん,乳がん検診の導入等魅力ある健診づくりの推進。

3) ねたきり老人,痴呆性老人対策の強化。

4) 福祉サービス,医療サービス,職域保健サービスとの連携の強化。

医療等以外の保健事業の概要
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Ⅱ  保健医療
3  老人保健対策
(4)  老人保健施設

今後,急激に増大すると予想されるねたきり等の要介護老人に対し,医療サービスと生活サービスを併せて
提供する施設として老人保健施設を創設する。昭和63年春からの本格実施に備え,現在,モデル施設として
7施設が指定され,試行的に運営されている。

老人保健施設の概要
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